


東近江は滋賀県の東部に位置し、鈴鹿山脈の豊かな自然に囲まれた地域です。

古くから農業が盛んであり、中世以降は交通の要衝として発展してきました。
特に近江商人の拠点として商業が発達し、交易や物流の拠点として重要な役割を果たしてきました。

また、東近江は歴史的にも文化的にも豊かで、織田信長の楽市楽座やその後の自由商業都市の思想が地域に根付き、
近江商人の基盤を築いた地としても知られています。

現在でも地域に残る歴史的遺産や趣ある景観が訪れる人々を魅了し、豊かな暮らしと文化が息づいています。






